
40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

今
年
度
、
七
日
市
場
地
区
代
表
区
長
の 

大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。 

一
年
目
の
、
農
政
・
防
犯
区
長
の
務
め 

を
終
え
て
、
二
年
目
に
な
り
ま
す
。 

日
頃
は
七
日
市
場
区
の
事
業
に
ご
理
解 

と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

本
年
度
は
、
平
瀬
和
久
会
計
区
長
さ
ん
、
平
林
敬
史
農
政
・
防
犯

区
長
さ
ん
、
上
野
茂
管
理
区
長
さ
ん
と
共
に
一
丸
と
な
っ
て
安
全
・

安
心
の
住
み
良
い
地
域
の
実
現
を
目
指
し
て
、
区
民
の
皆
様
と
一
緒

に
精
一
杯
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

私
達
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、
又
最
近
の
平
成

二
十
八
年
熊
本
地
震
を
経
験
し
、
災
害
は
い
つ
私
た
ち
の
身
に
起
こ

る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
普
段
か
ら
災
害
に
備
え
て
準
備
し

て
お
く
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え

ば
各
家
庭
で
防
災
用
品
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
す
。
防
災
力
を
高

め
る
た
め
に
私
た
ち
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
の
ご
近

所
同
士
の
お
付
き
合
い
の
積
み
重
ね
で
信
頼
関
係
を
築
き
、
「
助
け

合
い
」
の
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が
災
害
時
に
お
け
る
心
強
い
支
え
に

な
る
と
改
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
も
、
七
日
市
場
地
区
発
展
の
為
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
皆
様
と
共
に
一
年
間
務
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
皆
様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

副
公
民
館
長
よ
り
公
民
館
長
に
就
任
し 

ま
し
た
、
五
‐
一
組
の
丸
山
好
夫
で
す
。 

 
 

年
ほ
ど
前
に
分
館
の
主
事
と
育
成
会 

の
主
事
を
務
め
ま
し
た
が
、
当
時
は
現
在 

よ
り
も
世
帯
数
や
人
口
も
少
な
く
、
住
民
の
名
前
と
顔
や
家
の
場
所
が

よ
く
分
か
る
頃
で
し
た
。
し
か
し
、
現
在
は
民
間
の
住
宅
地
図
を
参
考

と
し
な
け
れ
ば
、
公
民
館
の
役
員
や
専
門
部
員
の
家
も
分
か
ら
な
い
状

況
で
す
。
こ
の
地
に
生
活
の
拠
点
を
築
い
た
な
ら
、
隣
近
所
や
地
区
の

皆
さ
ん
と
、
趣
味
や
関
心
の
あ
る
こ
と
を
通
し
て
交
流
さ
れ
、
親
睦
を

深
め
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
公
民
館
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や

行
事
が
あ
り
、
多
様
な
グ
ル
ー
プ
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
参

加
と
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

今
年
度
は
新
た
に
副
公
民
館
長 

と
し
て
三
‐
一
組
の
三
澤
祐
司
さ 

ん
と
主
事
に
七
‐
二
組
の
宮
坂
隆 

二
さ
ん
が
就
任
い
た
し
ま
し
た
の 

で
ご
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
、
各
専
門

部
の
正
副
部
長
さ
ん
や
、
隣
組
よ
り

選
出
さ
れ
た
部
員
の
皆
さ
ん
に
は
、

お
忙
し
い
中
ご
苦
労
さ
ま
で
す
が
、

お
力
添
え
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

副公民館長 
三澤 祐司 

ふれあい なのかいち Vol.１５ No.１ 第４２号２０１６年７月２０日 

1 ふれあい なのかいち 

公
民
館
活
動
を
通
し
て
親
睦
と
交
流
の
輪
を
広
げ
よ
う 

 

七
日
市
場
地
区
公
民
館
長 

丸
山 

好
夫 

代
表
区
長 

中
山 

始 

災
害
に
備
え
た
地
域
作
り

主事 
宮坂 隆二 

 

 

 



  
 

「
多
く
の
皆
様
の
ご
参
加
を
」 

 
 
 
 
 
 
 

体
育
部
長 

 

清
水 

哲
司 

 

今
年
度
、
体
育
部
長
を
務 

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
清
水 

と
申
し
ま
す
。 

 

私
は
昨
年
の
市
民
運
動
会 

に
、
体
育
部
員
と
し
て
家
族 

共
々
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
普
段

あ
ま
り
お
話
し
す
る
機
会
の
無
い
皆
さ
ん
と
一
緒

に
体
を
動
か
し
た
り
、
子
供
達
の
楽
し
む
姿
を
見

て
、
と
て
も
思
い
出
深
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
年
度
も
一
人
で
も
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
頂

き
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
地
区
の
皆
様
の
交
流
と

健
康
づ
く
り
の
お
役
に
立
て
る
様
、
微
力
を
尽
く

し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

な
に
ぶ
ん
不
慣
れ
の
為
、
至
ら
な
い
点
も
多
々

ご
ざ
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

副
部
長
（
会
計
） 

 
 

三
‐
二 

 

銭
坂 

百
合
子 

 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 

五
‐
二 

 

宮
澤 

博
子 
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「
文
化
部
長
就
任
挨
拶
」 

 
 
 
 
 
 

文
化
部
長 

 

中
野 

邦
夫 

 
今
年
度
、
文
化
部
長
を
務 

め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
、
中
野 

と
申
し
ま
す
。 

 

昨
年
文
化
部
員
と
し
て
活 

動
さ
せ
て
頂
き
ま
し
て
、 

夏
祭
り
を
担
当
い
た
し
ま
し
た
。
夏
祭
り
に
来
て

頂
い
た
区
民
内
外
の
皆
様
の
笑
顔
は
今
で
も
昨

日
の
事
の
様
に
思
い
出
し
ま
す
。
夏
祭
り
だ
け
で

な
く
敬
老
会
も
皆
様
に
笑
顔
に
な
っ
て
頂
け
る

よ
う
に
、
ま
た
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
※ 

何
分
に
も
不
慣
れ
の
為
、
皆
様
の
お
力
を
お
借

り
す
る
事
も
多
い
か
と
存
じ
ま
す
が
、
文
化
部
員

全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

   

副
部
長
（
会
計
） 

 
 

七
‐
三 

 
 

高
山 

晋
平 

 

副
部
長
（
編
集
） 

 
 

一
‐
十
一 

 

内
沢 

稔 

２ ふれあい なのかいち 

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
教
室
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
六 

 

本
木 

由
香
里 

 

毎
年
、
婦
人
部
の
企
画
し
て
頂
く
学
級
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

今
年
は
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
い
う
事
で
、
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
も
あ
り
ま
し
た
体
幹
を
鍛
え 

“
身
体

の
内
側
か
ら
強
く
な
る
”
を
実
感
し
て
み
た
く
て

参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

実
際
に
先
生
の
御
指
導
が
始
ま
る
と
普
段
使

っ
て
い
な
い
筋
肉
が
悲
鳴
を
あ
げ
「
も
う
、
無

理
！
」
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
し
か
し
不
思
議
で

す
。
身
体
と
の
対
話
、
「
又
し
て
み
た
い
な
」
と

思
い
ま
し
た
。

ピラティス教室（女性部） 

【2016 年 5 月 29 日】 

※公民館報の発行日の都合で、

敬老会はすでに終了しまし

た。 
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「
女
性
部
長
就
任
挨
拶
」 

女
性
部
長 

 

竹
内 

志
津
子 

 

３ ふれあい なのかいち 

 

「
生
活
産
業
部
長
に
な
っ
て
」 

生
活
産
業
部
長 

 

山
本 

今
朝
幸 

マレットゴルフ大会（体育部） 
【2016 年 6 月 5 日】 
優勝 ：塩原稲夫さん 
準優勝：宮坂鋭夫さん 
３位 ：松尾 栄さん 

「
マ
レ
ッ
ト
大
会
に
参
加
し
て
」 

一
‐
四 

中
村 

利
昭 

毎
年
の
大
会
も
梅
雨
に
入
り
心
配
で
し
た
が
、

さ
わ
や
か
な
朝
と
な
り
皆
さ
ん
今
日
は
活
躍
す

る
ぞ
と
気
合
が
入
っ
て
い
る
様
に
見
え
ま
し
た
。 

試
合
中
は
「
お
～
う
ま
い
な
」
と
か
「
あ
～
お

し
い
」
と
言
う
声
が
楽
し
そ
う
に
聞
こ
え
て
き
ま

し
た
。
ご
家
族
連
れ
や
若
い
人
達
に
も
参
加
さ
れ

る
と
も
っ
と
盛
り
上
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
思
い
が
け
な
い
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞

を
も
ら
っ
て
、
大
変
良
い
思
い
で
に
な
り
ま
し

た
。

 

今
年
度
、
女
性

部
長
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま

し
た
竹
内
で
す
。 

名
ば
か
り
の
部
長
で
よ
い
も
の
か
不
安

で
い
っ
ぱ
い
な
の
で
す
が
、
部
員
の
皆
さ

ん
、
役
員
の
方
々
と
協
力
し
て
部
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

気
軽
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン

ト
を
通
し
て
、
地
域
の
皆
様
と
ふ
れ
あ
い
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

三
‐
十 

五
十
嵐 

ひ
ろ
子 

 

副
部
長
（
編
集
） 

一
‐
九 

村
上 

由
紀
子 

 

 

 

今
年
度
、
生
活
産
業

部
長
に
な
り
ま
し
た

山
本
で
す
。 

慣
れ
な
い
部
長
と

い
う
大
役
を
引
き
受

け
る
事
に
な
り
不
安 

も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
を
機
に
地
域
の
皆
様
と
の

交
流
を
持
ち
、
生
活
産
業
部
の
活
動
を
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
さ
て
、
本
年
度
も
九
月
に
「
暮

ら
し
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
、
十
二
月
に
「
し
め

縄
講
習
会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
是
非

多
く
の
皆
様
に
参
加
し
て
頂
き
、
一
緒
に
有
意
義

な
時
間
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
公
民

館
役
員
の
方
々
、
副
部
長
さ
ん
、
部
員
の
方
々
と

協
力
し
て
一
年
間
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

副
部
長
（
会
計
） 

四
‐
四 

菊
池 

と
も
枝 

副
部
長
（
編
集
） 

二
‐
一 

小
澤 

知
幸 

 
ホールインワン賞

中村さん 

 



  

「
七
日
市
場
地
区
公
民
館 

敬
老
会 

に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 

文
化
副
部
長 

 

内
沢 

稔 

 

七
日
市
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
に
て
、

恒
例
の
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
四
十

一
名
の
敬
老
の
方
に
御
出
席
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

落
語
を
聴
い
て
和
や
か
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

昼
食
も
兼
ね
宴
会
に
入
り
、
カ
ラ
オ
ケ
を
歌
っ
た

り
、
楽
し
く
会
話
を
し
た
り
、
よ
り
一
層
、
懇
親

を
深
め
て
頂
け
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
、
準
備
か
ら
運
営
ま
で
、
た
ず
さ
わ
っ
て

頂
い
た
皆
様
の
ご
協
力
で
、
無
事
、
開
催
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。 
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「
敬
老
会
で
思
っ
た
こ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 

八
‐
一 

 

松
尾 

守
良 

 
公
民
館
主
催
の
敬
老
会
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 

心
づ
く
し
の
お
も
て
な
し
に
楽
し
い
一
時
を

過
ご
し
な
が
ら
、
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
を
見
る
に
つ

け
、
病
の
た
め
不
参
加
の
先
輩
同
輩
が
多
く
い
る

こ
と
を
思
い
、
改
め
て
健
康
に
恵
ま
れ
た
自
分
達

の
幸
せ
を
思
う
と
共
に
、
病
に
ふ
せ
て
い
る
高
齢

者
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、
地
域
の
た
め
自
分
達
の

で
き
る
こ
と
を
・
・
・
な
ど
と
思
っ
た
も
の
で
す
。

 

主
催
さ
れ
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま

す
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

４ ふれあい なのかいち 

「
諏
訪
神
社
例
祭
」 

 
 

祭
り
ば
や
し
保
存
会
会
長 

三
澤 

鑛
一 

 

今
年
も
四
月
二
十
八
日
の
宵
祭
り
、
二
十
九
日

の
本
祭
り
と
七
日
市
場
諏
訪
神
社
例
祭
が
厳
か

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
心
地
よ
い
笛
の
音
と
共
に
児

童
が
演
奏
す
る
「
祭
り
ば
や
し
」
。
そ
し
て
舞
台

曳
き
の
児
童
達
と
の
元
気
な
大
き
い
掛
け
声
。
楽

し
く
皆
が
一
緒
に
な
っ
て
五
穀
豊
穣
、
開
運
招
福

を
諏
訪
神
社
に
祈
願
し
奉
納
し
ま
し
た
。 

 

氏
子
の
皆
さ
ん
、
鎮
守
の
森
諏
訪
神
社
例
祭
が

今
ま
で
に
増
し
て
楽
し
い
祭
り
に
な
る
よ
う
、
活

動
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

諏訪神社例祭（祭りばやし保存会） 

【2016 年 4 月 28・29 日】 

敬老会（文化部） 

【2016 年 6 月 19 日】 

敬老会（文化部） 

【2016 年 6 月 19 日】 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

 

８月 

１４日 夏祭り盆踊り大会（文化部） 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 

 

 
 
 
 

平成２８年度 七日市場公民館 年間行事予定表 

～～ みなさんお誘いあわせのうえ、ご参加ください！ ～～

６月 ５日 マレットゴルフ大会（体育部）

１７日 風船バレーボール大会（体育部）

詳細案内と募集は、回覧板でご連絡いたします。 

５日 三郷公民館・芸能発表会（文化部）

６日 女性学級教室（女性部）

２０日 人権講習会（総務）

１月２２日 卓球大会（体育部）

１１月 

１月・２月 

７月 

５月２９日 ピラティス教室（女性部）

 
公民館長 丸山好夫 5-1 
副公民館長 三澤祐司 3-1 
主 事 宮坂隆二 7-2 

公民館三役 

部長 清水哲司 1-12 
副部長 銭坂百合子 3-2 
副部長 宮澤博子 5-2 

体育部 

部長 竹内志津子 8-4 
副部長 五十嵐ひろ子 3-10 
副部長 村上由紀子 1-9 

女性部 
 

部長 中野邦夫 4-1 
副部長 高山晋平 7-3 
副部長 内沢 稔 1-11

文化部 

５月・６月 

２１日 夏季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

６月１９日 敬老会（文化部） 

３１日 盆踊り講習会（文化部） 

 
 
 

９月 

１１日 生活に役立つセミナー（生活産業部）

２月１９日 冬季公民館対抗スポーツ大会（体育部）

 
 

１２月 

１１日 しめ縄作り講習会（生活産業部）

部長 山本今朝幸 7-3
副部長 菊池とも枝 4-4
副部長 小澤知幸 2-1

生活産業部

V
ol

.１
５
 

N
o.
１
 
第
４
２
号

 
２
０
１
６
年
７
月
２
０
日

 

５
 
ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 

ふ
れ
あ
い
 
な
の
か
い
ち

 

 
 
 

 

１０月 

１５日 三郷公民館・文化産業展（生活産業部）

１６日 三郷公民館・文化産業展（生活産業部）

１６日 三郷市民運動会（体育部）



 

グ ル ー プ 名 例   会 会  場 人数 連絡先（代表者 電話） そ の ほ か 

みやび会 
総会 3 月.（役員の選出） 

敬老の日の祝賀会 9 月 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ-他 75 名 松尾 栄 ７７－５３４６

親睦旅行年２回（春・秋）、マレットゴ

ルフ大会、教養講座講演会、他との交

流会、社会奉仕活動 

大 正 琴 
毎月 第 2 第 4 火曜日

（PM1:30～PM3:30） 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 6 名 三澤えみ子 ７７－３３３８ 老人クラブと共にボランティアに参加 

詩 吟 の 会 
毎週 水曜日 

（PM7:30～PM9：30）
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 4 名 丸山孝雄 ７７－５３２３

昭和60年 3月 詩吟のサークルとして

誕生、芸能発表会、毎年参加 

七日市場踊りの会 
（三郷音頭保存会） 

毎週 火曜日 PM8:00～ 三郷公民館 3 名 丸山晴子 ７７－５３２８
あづみの里夏祭り、 

ふるさと夏祭り参加 

七日市場安曇盆唄保存会 
年間を通して数回の会合

と練習 
ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 41 名 松尾守良 ７７－５３４１

市老連芸能発表会出演、 

公民館夏祭り参加 

七日市場の歴史を学ぶ会 2 ヶ月に 1 回程 資料や現場を尋ねて学ぶ 45 名 丸山政憲 ７７－５２６６
学習会、研修旅行、 

地区生徒会の学習支援 

祭りばやし保存会 毎月 第 3土曜日 PM7:30～ 七日市場諏訪神社 55 名 三澤鑛一 ７７－５２５９ 4 月例祭、宵祭、本祭・8 月夏祭りに参加 

七日市場コーラス 
月 2回 第 2第 4金曜日

PM8:00～PM9:30 

ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 

（多目的ホール） 
22 名 森山新子 ７７－５２５７

みさとふれあいコンサート、15 周年記念コンサ

ート、春・夏祭り（バルーンアート）参加、ボラ

ンティア活動として公民館の花壇の手入れ 他 

家庭婦人バレーボール 
(バレーボール) 

月 1～2 回練習 

PM7:30～PM9:30 
小学校第二体育館 4 名 丸山敏恵 ７７－５３２７

リーグ戦 全 8 試合＆審判、ゆりの木杯、
三郷友好都市スポーツ交流会（予定）、新春
バレーボール大会 

ナイターソフトボール 
(ソフトボール) 

月 4～5回 PM7:00～PM9:30 

4 月中旬～9月下旬 

文化公園グランド

小倉グランド 
22 名 斉藤洋二郎 ７７－８５１３

リーグ戦 全１7 試合,審判数試合、慰労
会・忘年会など楽しい飲み会もあります。
（夏季スポーツ大会参戦） 

七卓同好会 

（卓球） 

毎月第 1 第 3 第 5（7 月・9

月）金曜日 PM8:00～PM9:00 ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀ- 2F 13 名 三澤 博 ７７－５２９４ 親睦を図り健全なるスポーツとしての活動 

マレットゴルフ愛好会 
毎週 火・金曜日 

PM1:00～PM3:00 
七日市場公園 16 名 松尾 栄 ７７－５３４６ 公園の整備と清掃、暑気払い、忘年会あり 

ゴルフ同好会 年 4 回 4,6,8,10 月 豊科カントリークラブ他 23 名 大工原征則 ７７－５７２２
年 4 回 4,6,8,10 月、 

コンペ、市民ゴルフ大会・反省会、懇親会 

 

  七日市場地区 サークル活動のご案内 
～～ いっしょに学びと交流の輪を広げましょう！ ～～ 

学びの輪 交流の輪 
会員募集 

例会情報 

芸
術
・
文
化
・
交
流

ス
ポ
ー
ツ
・
交
流

２
０
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６
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２

０
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２０１６年７月２０日            ふれあい なのかいち         Vol.１５ No.１ 第４２号 

７ ふれあい なのかいち 

 「七日市場地区公民館ホームページ」へようこそ 

七日市場地区公民館は３年前にホームページを開設し、これまでに８千件を超える閲覧があり

ました。 

 当ホームページは、公民館行事の報告や活動予定や公民館報「ふれあいなのかいち」のカラー

版も掲載しています。特に同公民館報に 37 回連続掲載中の「七日市場の歴史」は、第１回から

読むことができ、再度読み直したい方、読み逃したところや第 1 回から読みたい方にとってはた

いへん便利なホームページです。また、各専門部の過去の活動についても掲載していますので、

これから行事に参加したい方や今後の活動計画を検討するのに参考になると思います。 

 また、各記事へのコメントや皆さんからの投稿（写真、文章）もお待ちしています。ホームペ

ージ内のコメントフォームや投稿フォームで簡単に投稿できます。なお、投稿は一旦ホームペー

ジ管理事務局が受信してから掲載いたします。 

 先ずはお手元のパソコンやスマホでアクセスしてみてください。上記ＵＲＬを直接入力するか

キーワード「七日市場地区公民館ホームページ」で検索できます。ホームページを通じて地区の

皆さんと大いに交流してください。（七日市場地区公民館ホームページ事務局） 

 

七日市場地区公民館ホームページより： 

「七日市場の歴史（第一回）」（ふれあいなのかいち第 6 号掲載） 

 

ホームページＵＲＬ：http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 
 



２０１６年７月２０日            ふれあい なのかいち         Vol.１５ No.１ 第４２号 

８ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
七
回
）
」 

 
 

 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
② 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

圃
場
整
備
の
範
囲 

七
日
市
場
が
入
る
南
部
地
区

県
営
圃
場
整
備
事
業
は
、
役
場
前
の
村
道
よ
り
南
の
地

域
で
、
他
に
野
沢
・
下
長
尾
と
一
日
市
場
・
上
長
尾
の

大
部
分
、
二
木
の
一
部
を
含
む
約
三
五
〇
町
歩
で
し
た
。

事
業
着
工
は
昭
和
五
十
九
年
で
、
竣
工
は
平
成
十
一
年

で
し
た
。 

推
進
委
員
会
を
結
成 

区
で
は
五
十
五
年
、
こ
の
大

き
な
事
業
の
推
進
に
、
一
二
の
隣
組
よ
り
各
一
人
の
他
、

村
会
議
員
・
農
業
委
員
・
農
協
惣
代
・
土
地
改
良
区
委

員
（
堰
惣
代
）
・
農
家
実
行
組
合
長
代
表
・
区
長
の
計

二
二
人
で
推
進
委
員
会
（
会
長
三
澤
寅
隆
）
を
結
成
し

ま
し
た
。 

そ
の
後
、
役
場
の
担
当
者
か
ら
説
明
を
受
け
、
参
加

す
る
水
田
の
地
番
等
を
調
査
し
、
約
九
十
㌫
の
参
加
率

で
し
た
。
翌
年
に
は
、
推
進
委
員
会
を
圃
場
整
備
事
業

委
員
会
に
組
織
替
え
し
て
推
進
し
ま
し
た
。 

区
民
の
深
い
理
解
で 

た
だ
実
行
に
は
、
先
祖
か
ら

受
け
継
ぎ
親
し
ん
で
き
た
土
地
の
交
換
分
合
、
費
用
も

受
益
者
は
一
七
・
五
㌫
を
負
担
す
る
こ
と
な
ど
、
大
変

な
難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
受
益
者
と
事
業

委
員
会
が
何
回
も
話
し
合
い
を
重
ね
て
推
進
し
、
水
田

は
整
然
と
し
た
区
画
に
な
り
、
大
型
農
機
に
よ
る
作
業

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

総
合
整
備
計
画
も 

な
お
、
五
十
五
年
か
ら
は
三
郷

村
農
村
総
合
整
備

計
画
が
策
定
さ
れ
、

基
幹
と
な
る
事
業

が
推
進
さ
れ
ま
し

た
。
七
日
市
場
で

は
、
各
隣
組
で
意

見
集
約
を
し
て
要

望
を
ま
と
め
、
五

十
六
年
に
次
の
事

業
が
指
定
さ
れ
翌

年
着
工
さ
れ
ま
し

た
。 

 

・
横
沢
堰
・
及
木
堰
の
集
落
内
を
三
面
コ
ン
ク
リ

ー
ト
張
り
に 

・
宮
下
商
店
か
ら
北
へ
三
峰
様
前
ま
で

の
道
路
を
四
㍍
幅
に 

・
千
国
道
（
竹
内
宅
か
ら
観
音

原
）
を
五
㍍
幅
に 

豊
か
な
環
境
を 

二
つ
の
事
業
で
地
域
の
環
境
は

整
備
さ
れ
、
省
力
化
の
農
業
生
産
も
進
み
ま
し
た
が
、

風
情
あ
る
田
園
の
景
観
は
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

現
存
す
る
景
観
を
守
り
な
が
ら
、
農
業
や
生
活
の
進
展

を
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。 
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七日市場地区公民館報 
ふれあい なのかいち 平

成
二
十
八
年
度
が
い
よ
い
よ
始
ま
り
、
公
民
館
活

動
も
本
格
的
な
取
り
組
み
が
各
月
で
専
門
部
ご
と
に

行
事
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

又
、
公
民
館
報
「
ふ
れ
あ
い
・
な
の
か
い
ち
」
四
十

二
号
も
編
集
委
員
の
力
添
え
が
あ
り
無
事
に
発
行
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

年
度
当
初
の
活
動
と
し
て
五
月
に
女
性
部
に
よ
る

「
女
性
学
級
」
、
六
月
に
は
体
育
部
の
「
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
大
会
」
、
文
化
部
に
よ
る
「
敬
老
会
」
な
ど
が
あ

り
ま
し
た
が
各
行
事
も
記
事
と
し
て
掲
載
す
る
事
が

で
き
ま
し
た
。
記
事
掲
載
に
ご
協
力
頂
き
ま
し
た
皆
様

に
は
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
大
変
助
か
り
ま
し

た
。 今

後
も
公
民
館
報
が
七
日
市
場
地
区
の
皆
様
に
親

し
ん
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
編
集
委
員
一
同
、
頑

張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

掲
載
記
事
へ
の
ご
意
見
・
ご
要
望
が
あ
り
ま
し
た
ら

是
非
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
本
年
度
も
引
き
続
き
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
情
報
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
活
用

を
お
願
い
し
ま
す
。 

主
事 

宮
坂 

 

編
集
後
記 

 

整備された及木堰 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

盆踊り講習会（文化部） 
【2016 年 7 月 31 日】 

ふれあい なのかいち Vol.１５ No.２ 第４３号 ２０１６年１０月１６日 

1 ふれあい なのかいち 

『
祭
り
の
後
に
』 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  

文
化
部
長 

 

中
野 

邦
夫 

八
月
十
四
日
、
諏
訪
神
社
境
内
に
て
「
夏
祭
り
・
盆
踊
り

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
朝
か
ら
気
温
が
高
く

暑
さ
の
中
で
の
や
ぐ
ら
作
り
か
ら
当
日
が
始
ま
り
ま
し
た
。

終
日
天
気
に
恵
ま
れ
、
祭
り
開
催
時
刻
前
か
ら
来
ら
れ
た

方
た
ち
も
い
ら
し
て
活
気
あ
る
夏
祭
り
で
し
た
。
こ
れ
も
三

役
、
部
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
諸
先
輩
方
々
の
ご
指
導
の
賜

物
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
大
勢
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

良
か
っ
た
で
す
。
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

 

来
年
も
良
い
祭
り
に
な
る
と
い
い
で
す
ね
。 

夏
祭
り
盆
踊
り
本
番
に
向
か
い
、
七
月
三
十
一
日

に
、
盆
踊
り
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

「
七
日
市
場
踊
り
の
会
」
の
皆
様
の
ご
指
導
の
も

と
に
、
五
十
名
の
方
々
が
参
加
し
て
「
三
郷
音
頭
、

き
よ
し
の
ず
ん
ど
こ
節
・
・
等
」
五
曲
を
何
回
か
繰

り
返
し
て
練
習
に
励
み
ま
し
た
。
二
週
間
後
の
「
夏

祭
り
盆
踊
り
」
に
向
け
て
よ
い
準
備
が
で
き
、
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
に
は
大
変
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

夏祭り盆踊り大会（文化部） 
【2016 年 8 月 14 日】 
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「
楽
し
か
っ
た
風
船
バ
レ
ー
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
一
二 

 

島
崎 

紗
英 

 

七
月
十
七
日
に
、
お
と
う
さ
ん
と
お
か
あ
さ

ん
、
近
じ
ょ
の
人
と
風
せ
ん
バ
レ
ー
に
さ
ん
か
し

ま
し
た
。
は
じ
め
て
の
風
せ
ん
バ
レ
ー
で
、
さ
い

し
ょ
は
と
て
も
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。
で
も
な
れ

て
く
る
と
、
チ
ー
ム
の
人
と
じ
ゅ
ん
ば
ん
に
風
せ

ん
を
さ
わ
る
の
が
た
の
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
て
の
サ
ー
ブ
も
せ
い
こ
う
し
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。 

 

四
と
う
し
ょ
う
で
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
を
も
ら

っ
た
の
で
、
こ
ん
ど
か
ぞ
く
で
た
べ
よ
う
と
思
い

ま
す
。
ら
い
年
も
さ
ん
か
し
た
い
で
す
。 

２ ふれあい なのかいち 

「
セ
ミ
ナ
ー
を
受
講
し
て
」 

 
 
 
 
 
 

一
‐
六 

 

小
笠
原 

英
行 

 

今
回
の
「
生
活
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
」
は
市
の

出
前
講
座
よ
り
「
家
庭
の
備
え
と
地
域
の
連
携
」

に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
い
う
も
の
で
し
た
。
市
の
危

機
管
理
課
の
方
よ
り
、
日
本
は
地
震
大
国
で
あ

り
、
地
震
の
起
き
る
仕
組
み
や
、
地
震
の
も
た
ら

す
被
害
、
地
震
へ
の
備
え
を
学
び
、
私
た
ち
の
住

む
三
郷
も
決
し
て
他
人
事
で
は
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。 

地
震
か
ら
命
を
守
る
の
は
、
自
ら
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
地
域
や
近
隣
の
皆
様
と
協
力
し
て
地
域

力
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。 

生活に役立つセミナー（生活産業部） 
【2016 年 9 月 11 日】 

軽スポーツ大会（体育部） 
【2016 年 7 月 17 日】 

【優勝 2-3 組】

【準優勝 1-4 組】 【敢闘賞 1-12 組】 

隣組対抗スポーツ大会の対戦結果 （３位は役員混合チームのため写真掲載を省略致しました） 

 隣 組 対 抗 ス ポ ー ツ 大 会  風 船 バ レ ー ボ ー ル  
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ソ
フ
ト
バ
レ
ー
に
参
加
し
て 

七
‐
五 

 

大
井 

佐
知 

３ ふれあい なのかいち 

 

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
つ
い
て 

三
‐
十 

 

斉
藤 

洋
二
郎 

「
公
民
館
サ
ー
ク
ル
活
動
の
紹
介
」 

麻
雀
愛
好
会
が
来
年
度
か
ら
、
新
サ
ー
ク
ル
と

し
て
公
民
館
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。
（
総
務
） 

・
サ
ー
ク
ル
名 

ピ
ン
フ
ク
ラ
ブ
（
６
名
） 

・
代
表
者 

 

三
沢
い
ち
ゑ
（
三
‐
二
組
） 

・
活 

動 
 

第
一
土
曜
日 

午
後
一
時
～
四
時 

 
 
 
 
 
 

七
日
市
場
地
区
公
民
館 

・
活
動
目
的 

認
知
症
予
防
、
頭
の
体
操
、
笑
顔 

 
 
 
 
 
 

作
り
等
、
健
康
増
進
を
図
る
。 

  

今
回
、
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
も
初
め
て
や
っ
た
の
で
す

が
、
ル
ー
ル
も
難
し
く
な
く
、
ボ
ー
ル
も
や
わ

ら
か
い
の
で
初
心
者
で
も
気
軽
に
楽
し
め
る

ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

何
よ
り
、
練
習
、
試
合
、
慰
労
会
を
通
じ
て
、

他
の
地
区
の
方
、
七
日
市
場
の
方
と
た
く
さ
ん

交
流
が
持
て
た
こ
と
が
良
い
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
れ
ば
積

極
的
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

 

毎
年
恒
例
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
す
が
、
ど

の
地
区
も
参
加
者
が
少
な
い
の
か
、
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
の
メ
ン
バ
ー
が
多
く
、
い
つ
も
の
試
合
と
あ

ま
り
変
わ
ら
な
い
感
じ
が
ち
ょ
っ
と
寂
し
く
、
も

っ
と
区
民
の
方
が
参
加
し
た
く
な
る
様
な
企
画

を
考
え
て
も
良
い
の
か
な
？
と
思
い
ま
し
た
。 

 

夏
は
暑
い
の
で
、
ボ
ー
リ
ン
グ
場
を
貸
し
き
っ

て
、
ボ
ー
リ
ン
グ
大
会
と
か
で
あ
れ
ば
も
っ
と
参

加
者
が
多
く
な
る
？
と
考
え
た
り
し
て
・
・
・ 

 
体
育
部
の
皆
様
も
お
疲
れ
様
で
し
た
。 

「
夏
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
特
集
」
（
八
月
二
十
一
日
）
体
育
部

 

 

＊他のサークルも会員を募集しています。詳細は、

公民館報（第四十二号）をご参照してください＊
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４ ふれあい なのかいち 

「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
八
回
）
」 

 
 

 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
③ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

焼
却
場
建
設
の
動
き 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
に

お
い
て
の
大
き
な
動
き
に
、
ご
み
焼
却
場
の
建
設
問
題

が
あ
り
ま
し
た
。 

昭
和
四
十
九
年
（
一
九
七
四
）
十
一
月
、
七
日
市
場

の
南
方
梓
川
河
川
敷
の
氷
室
地
区
（
現
老
人
福
祉
施
設

「
サ
ル
ビ
ア
」
周
辺
）
に
、
一
市
一
町
六
か
村
（
松
本

市･

波
田
町
・
山
形
村
・
梓
川
村
・
安
曇
村
・
奈
川
村
・

堀
金
村
・
三

郷
村
）
の
西

部
環
境
衛

生
施
設
組

合
が
、
ご
み

焼
却
場
を

建
設
す
る

と
の
動
き

が
浮
上
し

て
き
た
の

で
し
た
。 

こ

の

こ

と
は
、
数
年

前
か
ら
広
域
行
政
で
設
置
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
設
置

場
所
に
つ
い
て
は
梓
川
村
の
花
見
・
下
立
田
・
岩
岡
等

予
定
地
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も
地
区
又

は
周
辺
住
民
に
反
対
さ
れ
、
転
々
と
し
た
結
果
、
氷
室

地
区
が
有
力
候
補
地
と
し
て
浮
上
し
て
き
た
の
で
す
。 

耕
地
集
会
で
反
対
決
議 

今
ま
で
は
他
人
ご
と
と

し
て
い
た
七
日
市
場
区
民
も
、
隣
地
に
設
置
が
浮
上
し

た
こ
と
か
ら
、
こ
の
問
題
に
真
剣
に
取
り
組
ま
ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
の
可
否
に

つ
い
て
区
民
の
総
意
を
も
っ
て
判
断
す
る
こ
と
に
な

り
、
五
十
年
五
月
十
七
日
に
村
役
場
と
の
話
し
合
い
と

耕
地
集
会
を
併
せ
て
開
き
ま
し
た
。 

村
か
ら
は
助
役
・
村
議
会
議
長
・
保
健
衛
生
課
長
が

出
席
し
、
「
ご
み
焼
却
場
を
氷
室
地
区
に
設
置
す
る
予

定
で
事
業
計
画
が
進
ん
で
い
る
の
で
賛
成
し
て
ほ
し

い
」
「
規
模
は
予
算
額
一
五
億
円
、
毎
日
三
〇
ト
ン
を

二
基
で
焼
却
、
二
四
時
間
焼
き
続
け
公
害
に
な
ら
な

い
」
「
皆
さ
ん
全
員
が
不
賛
成
な
ら
設
置
出
来
な
い
と

思
う
が
、
公
共
的
見
地
か
ら
必
要
性
を
理
解
し
て
賛
成

い
た
だ
き
た
い
」
と
の
趣
旨
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
総
会
出
席
区
民
は
、
そ
ろ
っ
て
反
対
を

唱
え
、
「
七
日
市
場
区
民
を
挙
げ
て
反
対
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
決
議
し
、
至
急
、
対
策
委
員
会
を
結
成

す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。 
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七日市場地区公民館報 
ふれあい なのかいち 熊

本
の
大
地
震
、
北
海
道
の
台
風
、
東
北
の
大
雨
、

今
年
も
ま
た
異
常
気
象
と
い
う
言
葉
を
頻
繁
に
聞
き

ま
し
た
ね
。 

松
本
平
に
越
し
て
き
て
二
十
二
年
、
災
害
が
ほ
と
ん

ど
な
い
の
に
は
心
か
ら
感
謝
で
す
。 

四
月
か
ら
の
各
部
の
行
事
も
無
事
に
終
わ
り
、
い
よ

い
よ
後
半
の
行
事
日
程
に
移
り
ま
す
。 

女
性
部
で
は
、
十
一
月
上
旬
に
第
二
回
目
の
行
事
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
だ
内
容
が
決
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
何
か
癒
や
さ
れ
る
こ
と
を
企
画
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
の
で
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

先
日
長
野
で
「
第
五
十
五
回
全
日
本
女
子
剣
道
選
手

権
」
を
見
て
き
ま
し
た
。
息
の
詰
ま
る
よ
う
な
対
戦
に

久
し
ぶ
り
に
ド
キ
ド
キ
し
ま
し
た
。 

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
に
は
と
て
も
い
い
季
節
。
こ
の

号
が
出
る
頃
に
は
三
郷
運
動
会
も
終
わ
り
、
秋
も
グ
ッ

と
深
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。
他
に
も
イ
ン
ド

ア
、
ア
ウ
ト
ド
ア
楽
し
い
こ
と
い
ろ
い
ろ
。 

あ
な
た
は
こ
の
秋
、
何
を
楽
し
み
ま
す
か
？  

女
性
部 

 

村
上 

編
集
後
記 

 

「サルビア」と周辺地 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

自主防災訓練 
【2016 年 11 月 20 日】 

 

隣組長による「安否確認」 

ふれあい なのかいち Vol.１５ No.３ 第４４号 ２０１７年２月１９日 

1 ふれあい なのかいち 

自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
て 

七日市場地区公民館ホームページもご利用ください！！ 

       http://nanokaichiba.wakwak.info/wordpress/ 

  

こ
こ
中
信
地
方
に
は
地
震
の
危
険
度
が
高
い
「
糸
魚

川
―
静
岡
構
造
線
活
断
層
帯
」
が
通
っ
て
い
る
た
め
、

い
つ
地
震
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り
ま

す
。 七

日
市
場
区
で
は
十
一
月
二
十
日
（
日
）
に
五
十
数

名
が
参
加
し
て
自
主
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
従
来
の
⑴
初
期
消
火
、
消
火
器
に
よ
る
操
作
訓

練
、
⑵
消
火
栓
操
作
、
⑶
応
急
救
護
及
び
救
命
講
習
に
、

新
た
に
二
つ
の
訓
練
を
加
え
て
行
い
ま
し
た
。 

自
主
防
災
会
副
本
部
長 

平
林 

敬
史 

 

一
つ
は
七
日
市
場
区
日
赤
奉
仕
団
の
皆
さ
ん
に
よ
る

「
炊
き
出
し
」
、
も
う
一
つ
は
隣
組
長
が
隣
組
の
一
軒
一

軒
に
声
を
か
け
て
廻
り
、
家
族
の
在
宅
状
況
を
確
認
す

る
「
安
否
確
認
」
で
し
た
。
今
回
実
施
し
て
感
じ
た
こ

と
は
、
常
日
頃
か
ら
隣
近
所
の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
が
再
確
認
で
き
た
事
で
し
た
。 

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
少
し
で
も

区
民
の
皆
さ
ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
る
よ
う
今
後
も
真

摯
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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「
楽
し
く
も
え
た
運
動
会
」 

 
 
 
 

一
‐
一
二 

 

岩
田 

ゆ
う
す
け 

 

ぼ
く
が
一
番
楽
し
く
も
え
た
の
は
、
パ
ン
食
い

き
ょ
う
そ
う
で
す
。
走
り
で
は
二
位
だ
っ
た
け
れ

ど
、
パ
ン
を
取
る
と
こ
ろ
で
三
位
に
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
で
も
、
三
位
い
内
に
入
れ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。 

 

ほ
か
に
も
、
一
っ
ち
だ
ん
け
つ
リ
レ
ー
と
大
な

わ
と
び
に
も
出
ま
し
た
。
は
じ
め
て
あ
っ
た
人
と

も
、
い
っ
し
ょ
に
き
ょ
う
力
し
て
で
き
た
の
で
、

楽
し
か
っ
た
で
す
。
全
て
三
位
だ
っ
た
け
れ
ど
、

来
年
は
二
位
い
上
を
目
指
し
た
い
で
す
。 

２ ふれあい なのかいち 

「
卓
球
大
会
に
参
加
し
て
」 

 
 
 
 
 
 
 

二
‐
三 

 

木
船 

富
恵 

 

強
風
吹
き
荒
れ
る
一
月
二
十
二
日
早
朝
、
古
い

愛
用
ラ
ケ
ッ
ト
を
小
脇
に
挟
み
、
小
走
り
に
コ
ミ

セ
ン
に
向
か
い
ま
し
た
。
既
に
会
場
は
暖
か
く
、

卓
球
台
も
設
置
済
み
で
六
チ
ー
ム
三
十
人
の
選

手
、
応
援
者
共
怪
我
も
無
く
楽
し
い
半
日
が
瞬
時

に
過
ぎ
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
卓
球
水
谷
隼

選
手
か
と
見
間
違
え
る
好
プ
レ
ー
あ
り
、
ズ
ッ
コ

ケ
プ
レ
ー
あ
り
で
チ
ー
ム
を
超
え
て
、
地
域
の
皆

様
と
有
意
義
な
時
間
を
共
有
出
来
ま
し
た
。
役
員

諸
氏
の
御
尽
力
に
感
謝
し
つ
つ
帰
宅
し
ま
し
た
。 

卓球大会（体育部） 
【2017 年 1 月 22 日】 

市市  民民  運運  動動  会会

市民運動会（体育部） 
【2016 年 10 月 16 日】 



  
 

「
し
め
縄
講
習
会
」 

 
 
 
 
 
 

公
民
館
主
事 

 

宮
坂 

隆
二 

 

氏
子
総
代
・
敬
神
会
様
の
指
導
の
も
と
、
し
め

縄
作
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
初
め
て
参
加

さ
れ
た
方
々
も
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
も
楽
し
く
行

わ
れ
ま
し
た
。
母
親
と
弟
君
と
参
加
し
た
七
‐
二

組
の
幼
稚
園
児
の
戸
井
田
琴
葉
さ
ん
、
大
人
顔
負

け
に
「
頑
張
り
ま
し
た
」。 
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「
楽
し
か
っ
た
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー

教
室
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

一
‐
五 

 

太
田 

律 

 

女
性
部
主
催
の
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー
教

室
に
参
加
し
ま
し
た
。
先
生
の
見
本
を
見
る
と
バ

ラ
、
り
ぼ
ん
、
オ
リ
ー
ブ
の
実
な
ど
が
刺
し
て
あ

っ
て
本
当
に
エ
レ
ガ
ン
ト
で
す
。
私
は
隣
の
方
と

「
中
心
を
高
く
し
た
ら
い
い
わ
ね
」
「
売
っ
て
い

る
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
で
ク
リ
ス
マ
ス
や
お
正
月
に

も
合
い
そ
う
」
と
話
し
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。 

 

生
花
の
よ
う
な
の
に
、
湿
気
に
注
意
す
れ
ば
、

何
年
も
楽
し
め
る
と
言
う
の
も
嬉
し
い
で
す
。 

 

こ
れ
か
ら
も
大
切
に
飾
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

３ ふれあい なのかいち 

「
三
九
郎
の
炎
に
願
い
を
」 

 
 
 
 
 

公
民
館
主
事 

 

宮
坂 

隆
二 

 

小
正
月
の
伝
統
行
事
で
あ
る
三
九
郎
が
七
日

市
場
公
園
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
学
生
に
よ
り

集
め
ら
れ
た
各
家
庭
の
縁
起
物
や
だ
る
ま
が
飾

ら
れ
た
や
ぐ
ら
が
組
ま
れ
、
三
九
郎
の
炎
が
お
ち

た
火
で
繭
玉
を
焼
い
て
、
地
域
の
親
子
ら
が
「
家

内
安
全
・
無
病
息
災
」
を
願
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

三九郎 
【2017 年 1 月 8 日】 

プリザーブドフラワー教室（女性部） 
【2016 年 11 月 6 日】 

しめ縄講習会（生活産業部） 
【2016 年 12 月 11 日】 

 

 



  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふれあい なのかいち Vol.１５ No.３ 第４４号 ２０１７年２月１９日 

４ ふれあい なのかいち 

昨
年
の
十
一
月
二
十
日
に
、
安
曇
野
市
人
権
教
育
・
啓
発
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
人
権
教
育
指
導
員
の
曽
根
原
孝
和
先
生
か
ら
『
「
思
い
や
り
」
を
考
え
る
』

を
テ
ー
マ
に
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。 

多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
き
「
人
権
」
を
考
え
る
有
意
義
な
時
間
を
共
有

で
き
ま
し
た
の
で
、
そ
の
様
子
を
ご
報
告
し
ま
す
。 

曽
根
原
先
生
か
ら
用
意
し
て
頂
い
た
資
料
は
「
い
の
ち
、
笑
顔
、
や
さ
し
さ

を
通
じ
」
と
い
う
副
題
が
付
い
て
お
り
、 

・
爆
弾
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
母
を
語
る
友
か
ら
「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
を 

 

・
『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
き
な
さ
い
』
か
ら
「
笑
顔
」
で
生
き
る
こ
と
を 

・
金
子
み
す
ず
の
生
地 

山
口
県
仙
崎
を
訪
ね
て
か
ら
「
や
さ
し
い
」
心
を 

と
い
う
観
点
か
ら
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
最
後
に
次
の
様
な
ま
と
め
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

・
人
権
と
は
「
人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
で
、 

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
つ
権
利
」
と
考
え
ら
れ
る
。 

・
笑
顔
で
相
手
を
思
い
や
る
こ
と
は
、 

人
権
を
尊
重
す
る
こ
と
で
あ
り
、
と
も
に
生
き
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。 

・
命
を
大
切
に
心
豊
か
に
生
き
た
い
。 

心
を
、
頭
を
、
身
体
を
柔
ら
か
に
優
し
く
動
か
し
、
美
し
く
生
き
た
い
。

 

・
で
き
る
こ
と
を
、
で
き
る
と
こ
ろ
で
、
で
き
る
だ
け
温
か
く
行
な
い
、 

と
も
ど
も
幸
せ
に
生
き
た
い
。 

「「
人人
権権
をを
考考
ええ
るる
講講
演演
会会
」」
がが
開開
催催
ささ
れれ
まま
しし
たた  人権を考える講演会 

【2016 年 11 月 20 日】 
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「
い
の
ち
」
の
大
切
さ
に
つ
い
て 

５ ふれあい なのかいち 

・
ふ
だ
ん
考
え
た
事
の
な
い
よ
う
な
詩
ば
か
り
で

そ
ん
な
考
え
が
あ
る
の
だ
な
と
思
っ
た
。
違
う

方
面
か
ら
の
見
方
が
あ
っ
て
、
な
に
が
正
解
か

な
ん
て
わ
か
ら
な
い
と
思
っ
た
。 

・
金
子
み
す
ゞ
さ
ん
の
詩
は
大
好
き
で
す
。
人
、

動
物
、
植
物
な
ど
す
べ
て
を
同
じ
命
と
し
て
見

ら
れ
る
感
性
が
す
ご
い
で
す
。 

・
二
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
若
い
、
金
子
み
す
ゞ

さ
ん
の
詩
に
は
感
動
で
す
。
（
見
え
な
い
も
の

に
心
を
寄
せ
て
い
る
・
小
さ
い
こ
と
に
も
暖
か

い
・
詩
に
は
学
べ
る
も
の
が
多
い
。
） 

・
自
分
よ
り
若
い
お
母
さ
ん
が
突
然
亡
く
な

っ
た
子
供
の
気
持
ち
を
考
え
る
と
、
い
た

た
ま
れ
な
い
。
戦
争
は
な
に
も
生
ま
な
い

と
思
っ
た
。 

・
戦
争
に
よ
っ
て
受
け
る
苦
し
み
、
悲
し
み
、

辛
さ
な
ど
ず
っ
と
語
り
継
い
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。 

・
戦
争
に
よ
っ
て
、
ふ
つ
う
に
で
き
て
い
た

生
活
が
一
変
す
る
。 

・
戦
争
は
弱
者
が
死
亡
す
る
こ
と
を
全
員
が

理
解
し
、
声
を
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

富
国
は
弱
者
、
他
国
を
踏
み
台
に

す
る
こ
と
で
成
り
立
つ
も
の
だ
と
理
解

し
た
い
。 

・
自
分
が
当
時
に
生
き
て
い
た
ら
、
時
代
に

流
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
戦
争
に
絶
対
参

加
し
な
い
勇
気
を
、
今
、
培
っ
て
い
た
い
。

・「
く
れ
な
い
族
」
な
る
ほ
ど
な
と
思
い
ま
し
た
。

な
り
が
ち
で
す
。
『
置
か
れ
た
場
所
で
咲
く
』

と
も
す
て
き
な
（
人
の
あ
り
方
と
し
て
）
言
葉

だ
と
思
い
ま
し
た
。
自
分
も
そ
う
で
あ
り
た

い
。
仕
事
に
追
わ
れ
る
と
、
笑
顔
で
い
ら
れ
な

く
な
る
こ
と
も
・
・
・
。
時
々
こ
の
資
料
を
読

み
、
立
ち
ど
ま
り
、
我
が
身
を
ふ
り
返
り
た
い

な
と
思
い
ま
し
た
。 

・
自
分
の
置
か
れ
た
立
場
を
一
生
け
ん
め
い
が
ん

ば
り
た
い
。
無
理
せ
ず
コ
ツ
コ
ツ
と
笑
顔
は
で

き
る
だ
け
心
が
け
た
い
と
感
じ
た
。 

・
い
つ
の
時
も
そ
の
場
、
自
分
が
の
ぞ
ん
で
い
な

く
て
も
、
そ
こ
で
咲
き
な
さ
い
と
い
う
事
な
の

か
な
と
思
っ
た
。 

・
愛
読
書
で
す
。
渡
辺
さ
ん
の
よ
う
に
全
て
を
受

け
と
め
強
く
優
し
く
な
り
た
い
と
常
々
思
っ

て
い
ま
す
。 

そ
し
て
、
参
加
者
の
方
々
か
ら
、
多
く
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。 

「
笑
顔
」
で
生
き
る
こ
と
に
つ
い
て

「
や
さ
し
い
心
」
に
つ
い
て 

・
常
に
笑
顔
で
い
る
事
は
む
ず
か
し
い
と
思
う
。

人
に
よ
っ
て
は
ほ
ほ
え
み
も
な
か
な
か
で
き

な
い
。
た
だ
、
多
少
で
も
自
分
か
ら
ほ
ほ
え
む

気
持
ち
が
あ
れ
ば
違
っ
て
く
る
の
か
な
と
思

っ
た
。 

・
自
分
の
反
省
か
ら
→
笑
顔
に
、
他
人
へ
の
思
い

や
り
→
人
生
を
笑
顔
で
い
き
る
決
意
。 
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「
七
日
市
場
の
歴
史
（
第
三
十
九
回
）
」 

 
 

 

昭
和
後
期
の
七
日
市
場
④ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

曽
根
原 

孝
和 

 

（
ご
み
焼
却
場
問
題
つ
づ
き
） 

対
策
委
員
会
の
結
成 
耕
地
集
会
の
決
議
に
そ
っ

て
の
対
策
委
員
会
は
、
各
隣
組
〈
当
時
は
一
七
組
）
一

人
の
委
員
と
村
議
会
議
員
・
農
業
委
員
・
衛
生
委
員
・

農
協
惣
代･

消
防
団
長
・
青
年
団
長
・
婦
人
会
正
副
会

長
・
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
耕
地
総
代
な
ど
四
〇
人
で
構

成
さ
れ
ま
し
た
。 

反
対
運
動
の
経
過 

第
一
回
の
委
員
会
は
五
月
二

十
八
日
に
開
か
れ
て
、
各
隣
組
の
意
見
集
約
が
行
わ
れ
、

全
隣
組
が
反
対
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
反
対
運
動
を
地
区
あ
げ
て
進
め
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
そ
の
後
の
主
な
動
き
を
記
し
ま
す
。 

о
九
月
十
八
日
、
委
員
会
と
西
環
組
合
と
話
し
合
う
が
、

意
見
は
並
行
で
解
散
。
そ
の
後
も
た
び
た
び
話
し
合

う
が
両
者
の
意
見
は
並
行
。
こ
の
頃
、
氷
室
・
真
々

部
に
も
反
対
期
成
同
盟
会
が
で
き
る
。 

о
五
十
一
年
四
月
、
建
設
に
反
対
す
る
七
日
市
場
・

真
々
部
、
氷
室
の
一
部
反
対
者
で
三
地
区
共
闘
会
議

を
結
成
。 

о
七
月
十
二
日
、
共
闘
会
議
は
約
二
〇
〇
人
を
動
員
し
、

組
合
の
常
設
委
員
会
会
場
前
（
梓
川
役
場
前
）
で
抗

議
集
会
を
開
き
座
り
込
む
。 

о
七
月
十
四
日
、
西
環
組
合
会
議
会
議
長
に
建
設
白
紙

撤
回
の
要
望
書
を
提
出
。 

о
九
月
二
十
五
日
、
築
堤
問
題
に
つ
い
て
、
西
環
組

合
・
千
曲
川
工
事
事
務
所
・
共
闘
会
議
の
話
し
合
い
。

（
焼
却
場
建
設
に
は
、
予
定
地
の
北
東
側
に
築
堤
が

必
要
に
な
る
｛
※
左
の
地
図
参
照
｝
。
河
川
敷
の
築

堤
の
た
め
に
所
管
の
建
設
省
千
曲
川
工
事
事
務
所

が
話
し
合
い
に
参
加
） 

見
張
り
小
屋
を 

о
十
一
月
二
十
一
日
、
共
闘
会
議
は
、
建
設
予
定
地
の

隣
の
水
田
に
「
見
張
り
小
屋
」
を
建
て
る
。
以
後
、

三
地
区
よ
り
毎
日
数
人
が
交
代
で
詰
め
る
。 
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七日市場地区公民館報 
ふれあい なのかいち 暖

冬
傾
向
か
と
思
わ
れ
た
こ
の
冬
も
、
週
末
ご
と
に

積
雪
に
見
舞
わ
れ
、
や
は
り
厳
し
い
寒
さ
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
最
近
は
日
差
し
も
や
わ
ら
か
く
な
り
、
春

は
も
う
す
ぐ
そ
こ
だ
と
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

今
年
度
も
、
全
て
の
公
民
館
行
事
が
お
か
げ
さ
ま
で

無
事
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
知
り
合
い
の

な
か
っ
た
こ
の
地
に
来
て
五
年
。
行
事
を
通
じ
て
多
く

の
方
々
と
出
会
い
、
も
っ
と
も
っ
と
こ
の
地
域
の
事
が

好
き
に
な
り
ま
し
た
。 

運
動
会
の
リ
レ
ー
に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
軽
い
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
始
め
ま
し
た
。
週
に
二
，
三

度
、
十~

二
十
分
走
る
だ
け
で
す
の
で
（
残
念
な
が
ら
）

ダ
イ
エ
ッ
ト
に
は
な
り
ま
せ
ん
が
、
毎
日
を
前
向
き
に

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
も
う
す
ぐ
、
新
し
い
季
節
が
巡
っ
て
き
ま
す
。

何
か
を
始
め
る
に
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
時
期
。
新
し
い
年

度
は
、
ど
ん
な
一
年
に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
に

と
っ
て
も
、
よ
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
に
…
。 

 
 

 
 

 
 

 

体
育
部 

宮
澤 

 

編
集
後
記 

 

 

太
田
藤
一
郎
「
ご
み
焼
却
場
予
定
地 

 

及
び
築
堤
略
図
」
に
よ
る 


